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人間が詳細な視覚情報を取り込めるのは中心窩領
域とその周辺である傍中心窩領域を含めても 5°程





する平均時間は, 200ms から 300ms 程度と言われ















(O'Regan & Levy-Schoen, 1983)｡ またサッカード
前に提示された画像の一部がサッカード後に大きく
変化した場合でも, この変化は頻繁に見落とされる





することが考えられている (Intraub, 1979, 1980;
Potter, 1975, 1976; Potter & Levy, 1969; Potter,
Staub, Rado, & O'Connor, 2002; Potter, Staub, &
O'Connor, 2004)｡ これらの情報は, 一時的に視覚
的短期記憶内に正確に保持されるが, 5s 以内に急
速に減衰してしまう (Potter et al., 2002)｡ Potter
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Pictures acquired through successive views (i.e., a series of saccades) are remembered briefly, but most
are forgotten within a few seconds, suggesting that the scene detail is removed from the memory represen-
tation according to the time dependent function.However, it was unclear whether or not the scene context
was critical for the memory decay, because the scenes included in the sequence of pictures were in no con-
text to each other in the previous researches. The present study examined whether context between scenes
affects the memory decay by presenting the multiple different parts of a single picture in a rapid sequence.
The results indicated that the lack of context between visual scenes does not affect the memory decay, but
it affects the criterion for judgment whether the scene was glimpsed previously or not. This suggested that
the context between scenes affects the memory retrieval at decision-level stage in recall processing.














ない可能性がある｡ Potter et al. (2002, 2004) の
実験で用いられた刺激はそれぞれが独立した個別の





















面画像を 8 分割し, うち 4 枚を 1 枚／173ms で系
列提示した｡ また, サッカード抑制を模擬するため




た (Figure 1A, 同場面条件)｡ この条件における
画像の再認成績を, Potter et al. (2002, 2004) と
同様, 異なった場面の画像全体を系列提示した条件
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Figure 1. Schematic diagrams of the two forms of stimulus sequence in Experiment.
(A) The same context condition. In the presentation sequence, stimulus set consisted of 4 different parts of a single scene
picture (target). In the test sequence, old pictures and distractors (remaining 4 parts of the scene single picture) were
presented randomly ordered.
(B) The different context condition. The stimulus set consisted of 8 scene pictures. In the presentation sequence, stimulus
set consisted of 4 pictures (target). In the test sequence, old pictures and distractors (new pictures) were presented
randomly ordered.
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また, 本研究では再認成績を感度 (d') と判断基
準 (C) の 2 つの指標を用いて評価した｡ 従来の研
究 (Potter, 1976, Potter et al., 2002, 2004) では,
再認時のチャンスレベルを 0とするために修正正再









実験参加者 中京大学生 30 名 (女性 20 名, 男性




装置と刺激 刺激はMicrosoft Windows, Matlab,
と Psychophysics Toolbox (Brainard, 1997; Pelli,
1997) で制御され, CRT モニター (SONY社製,
型番multiscan 200) 中央に提示された (提示範囲
124 x 224 pixel)｡ 実験参加者の頭部は顎台により,




写真画像 60 枚を 8 分割したもの (計 480 枚) が用
いられた｡ 別場面条件では, 480 枚の独立した場面
の写真画像全体が用いられた｡ それぞれの場面条件




れた (Figure 1 参照)｡ 1 枚の提示時間は 173ms
だった｡ また各刺激の間にはブランク画面が 150
ms 提示された｡ 4 枚目の刺激画像の提示後にブラ
ンク画面に引き続きマスク画像が 173ms 提示され
た (提示シーケンス)｡ 提示シーケンスの終了後,
白い長方形 (各刺激と同じ大きさ) が 293ms 提示
され, その後に再認シーケンスに移った｡ 再認シー
ケンスでは提示シーケンスで用いられた刺激 (提示
刺激) と用いられなかった刺激 (妨害刺激) が各 4
枚, 計 8 枚がランダムに一枚ずつ 400ms 提示され
て消えた｡ 実験参加者は提示された画像が提示シー
ケンス内で出現した画像であるか否かに関し yes/-
no の強制二択判断を行った｡ yes 反応の場合はテ





て行われた (各群 15 人)｡ 実験は計 60 試行が行わ






ら 4までの番号が振られた｡ すなわち, 系列位置は
提示刺激を再認した順序および妨害刺激を再認した
順序を指す｡ 各再認系列位置における正再認率 (提
示画像) と正棄却率 (妨害刺激) の値をそれぞれ算
出し, それらから系列位置ごとの d' と C を算出し








Figure 2 に再認系列と場面条件の関数とした d'
と C の平均を示す｡ 全ての系列位置で同場面条件
における d' は別場面条件の値に比べて低かった｡
また, 系列位置が進むにつれて, 両場面条件の d'
は大きく低下していった｡ d' について場面条件
(同場面, 別場面)×系列位置 (1－4) の 2 要因分散
分析を行った｡ 場面条件は実験参加者間要因, 系列
位置は実験参加者内要因であった｡ 結果は, 場面条
件の主効果 (F (1,28)＝68.38, p＜.001), と系列位
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置の主効果 (F (3,84)＝28.86, p＜.001) が有意で
あった ｡ 交互作用は有意ではなかった (F
(3,84)＝1.23, p＞.30)｡ 系列位置についてライアン
法による多重比較を行った結果, 系列位置 1よりも
系列位置 2 で d' が低く, 系列位置 2 よりも系列位






置の主効果 (F (3,84)＝45.25, p＜.001) と交互作
用 (F (3,84)＝17, p＜.001) が有意であった｡ 単純
主効果の検定を行った結果, 両場面条件とも系列位
置の単純主効果が有意であった (F (3,84)＞3.84, p
＜.05)｡ 多重比較の結果, 同場面条件では系列位置
1 よりも系列位置 2, 3, 4 の C が高かった (ts
(84)＞3.66, p＜.05)｡ 別場面条件では, 系列位置 1
よりも系列位置 2 で C が高く, 系列位置 2 よりも






























ば, オフィス, 駅の構内等), また各画像が断片化
されることで十分な概念情報を持っていない可能性
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Figure 2
(A) Sensitivity (d') and (B) Criterion (C) as a function of relative serial position in the test sequence separately
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れていた刺激数は有限 (4) であったが, 同場面条
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